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我が国の「障害受容」という概念を巡って
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Abstract
　The purpose of this report is to clarify the process of formation of “acceptance of disability” through citation analysis. As 
a result of overviewing the literatures related to the concept of “acceptance of disability”, it turned out that the transition 
of this concept has three epochs ; generation, dissolution, and criticism. Analyzing citation relations of papers on this con-
cept  before  2000,  it was  found  that “acceptance  of  disability”  in  Japan was generated by  three  literatures  ; Takase,Y.
（1956）, Furumaki,S.（1977）, Ueda,S.（1980）.
［Keywords］  acceptance of disability, citation analysis, review of literature
はじめに
　「障害受容」という用語は、わが国の学術的また実践的な領域で専門用語として定着している。その定義は、上田
（1980）の「価値観（感）の転換」を重要な要素として構成される傾向があるが、上田（1980）が、この概念を提起した
のは、「障害受容」が身体的な中途障害を呈した当事者のリハビリテーションを行う際に重要かつ必要な概念だと考えた
からであった。しかし、現在は、生来的な障害あるいは早期の障害などに、また、それらの障害のある当事者の家族に
対しても用いられ、「障害」という言葉が共通することから広く流布したと考えられる。
　発達障害のある子どもの親の「障害受容」においても、桑田ら（2004）は「上田（1980）および玉井と小野（1994）
にならって、『障害児をもつ親における障害受容』を、障害児の出生という親個人にとっての喪失体験を克服し、最終的
には障害をもった子どものありのまま全てを受け入れていく過程における障害に対する価値の転換」と定義している。
　心理学的概念が専門用語として用いられるうえでは、必ずその研究領域の共通認識としての定義が存在する。本研究
ではこの「障害受容」の概念に大きな影響を与えた上田（1983）の定義が学術的な概念として生成された経緯について
文献の引用関係を分析して検討する。
論文の収集方法
1 ）文献収集
　国立情報研究所が提供する学術情報ナビゲーター（CiNii-articles）を用い、検索演算式「障害受容　OR　障害の受
容」を指定し、2016年 ５ 月にデータベースに掲載された論文で発表年を定めず電子検索を行った。その結果688件の論文
が抽出された。
2）論文の選択条件
　「障害受容」という概念がどのように誕生し、またどのように変遷して現在に至っているかを概観するために、選択の
対象を主に障害受容についての論説に限定することとした。そこで電子検索の結果抽出された688件から、次の条件に
従って文献を選択した。
　  　
＊ 1   立正大学心理学部教授
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ａ．包含基準：「障害受容」に関する論説、総論、展望、研究動向などの論文
ｂ．除外基準：調査研究や症例報告、会議録（学会報告集、ポスターセッション、対談記録など）
　なお、文献入手後に同一著者で内容が明らかに重複した論文、論文発表の主たるテーマが障害受容でない論文は除外
した。その結果、1977年から2014年の間に発表された110件が対象となった。
「障害受容」の概念の変遷
　110件の論文の内容を検討した結果、「障害受容」の概念の変遷には大きく 3つのエポックがあった。
1）「障害受容」の概念と用語の誕生（19５0年代半ば～1980年代初頭）
　この時期は古牧（1977）や上田（1980）によって、身体的中途障害のリハビリテーションにおいて当事者の心理
状態の重要性が指摘され、「障害受容」という概念が生成された時期である。
2）「障害受容」という概念や用語の流布（1980年代初頭～1990年代半ば）
　障害に関わる学術雑誌や商業雑誌たとえば「総合リハビリテーション」で「障害受容」をテーマとした特集が組
まれ、障害の支援に関わる広範囲な専門家の関心を引き、「障害受容」という概念と用語が、心身のさまざまな障害
また難治性の疾患を対象とし、障害のある当事者だけではなく家族の課題として広く流布していった時期である。
3）「障害受容」という概念の批判（1990年代後半～2000年代初頭）
　「障害受容」の概念と用語の再検討をテーマとする特集が、「総合リハビリテーション」、「障害者問題研究」、「作
業療法ジャーナル」、「地域リハビリテーション」などの専門誌で組まれ、「障害受容」の概念の要素となっているス
テージ理論への批判や障害に対する社会的な側面の検討が欠如しているとの指摘（南雲ら，2004）や「障害受容」
という概念の疑問（田島，2006）が提起された時期である。
「障害受容」の概念形成に関わる基本文献の同定
　「障害受容」という概念の形成に影響を与えた文献を同定するために引用文献分析（緑川，1981）を行った。まず論文
の書誌結合 bibliographic coupling（先行文献が二つ以上の論文から引用されることで引用した論文同士を結びつけるこ
と）に注目して文献の引用関係を調べた。なお、上田（1983）の定義の生成過程を調べることが本稿の目的であるので、
調査の対象を、前述の「障害受容」の概念への批判が提起される2000年以前の論文に限定した。対象となったのは1977
年から2000年に発表された2５件の論文である。それらの論文で引用されている文献を対象に、以下の手続きによって「障
害受容」の概念形成に影響を与えたと考えられる基本文献を同定した。
①　少なくとも一組以上の書誌結合があること。
②　 「障害受容」の概念に直接的な関わりがあって引用されていること。例えばKübler-Ross（1969）は2５件中 6件の
論文で引用されているが、引用の目的が、段階的な感情反応が「障害受容」のステージ理論と共通することを論
じるためであり、「障害受容」の概念に直接関わるものではないため除外した。
　上記二つの条件を満たす引用文献とその文献を引用している論文の件数は、Grayson（19５1）4 件、Demboら（19５6）
7 件、高瀬（19５6） 4 件、Cohn（19５6） 9 件、Wright（1960）11件、Fink（1967） 6 件、古牧（1977） ５ 件、上田（1980）
4 件、上田（1983） 6 件であった。これら 9編の引用文献が「障害受容」の概念に大きな影響を与えた基本文献である
と考えられる。基本文献として上田（1983）以降の論文が選出されないことから、わが国の「障害受容」の概念は発表
年から推して、高瀬（19５6）に端を発し古牧（1077）を経て上田（1980）で完成したと考えられる。また、その中でも
被引用頻度が高いCohn（19５6）、Wright（1960）、上田（1980，1983）が、わが国の「障害受容」の概念の形成に大きな
影響を与えていると考えられる。
基本文献の引用関係からみた「障害受容」の概念と上田（1980）の定義の生成の経緯
　上田（1980）の「障害受容」の概念の定義がどのようにして形成されたかを調べるために、発表年が若い順に、上田
（1980）、古牧（1977）、高瀬（19５6）における 7編（基本文献のうち上田の 2編を除く）の共引用 co-citation（一つの論
文で同時に引用される文献の組み合わせ）の状況を調べた。その結果、上田（1983）の「障害受容」の定義は次のよう
な過程を経て形成されたと考えられる（図 1）。
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高瀬（1956）「身体障害者
の心理―更生とその指導」
Grayson （1951） Concept of 
“acceptance” in physical 
rehabilitation.
Dembo et al.（1956 ） Adjustment to 
misfortune –a problem of social 
psychological rehabilitation.
Cohn （1956） Understanding the 
Process of Adjustment to Disability.
Wright （1960） Physical Disability –
A Psychological Approach.
上田（1980）「障害の受容―
その本質と諸段階について」
Fink （1967） Crisis and
motivation: a theoretical model
古牧（1977） 「障害受容の過
程と援助法」
図 1　障害受容の概念に関わる基本文献の共引用関係
1 ）高瀬（19５6）による Grayson（19５1）の「受容」の概念の導入
　高瀬（19５6）は Grayson（19５1）の論文における受容 acceptance の概念を詳細に紹介している。それによると身体
障害の支援は単なる医療の問題ではなく、身体的 ・社会的 ・心理的な受容の問題であるとされている。高瀬（19５6）
が紹介したGrayson（19５1）の受容とは、次の 3つの側面をもつ。
①　身体的受容：障害の性質や原因や併発症状また予後を知ること
②　社会的受容：職業や住居や家族などとの関係において現実的であること
③　心理的受容：障害に関して重篤な情緒的な症状を示さないこと
　この論文では、「障害受容」という用語は用いられていないが、「受容」が障害のある当事者が担うべき課題であ
ることが明確に示されたと言える。
2）古牧（1977）による「障害受容」へのステージ理論の導入
　古牧（1977）においては、高瀬（19５6）と Cohn（19５6）が共引用関係にある。古牧（1977）は、高瀬（19５6）と
Grayson（19５1）の障害を受容することが当事者の当然の課題という考え方を踏襲したが、Grayson（19５1）の 3つの
受容を直接引用せず、それを「身体の苦痛の受容」と「欠損した身体機能の受容」と「身体障害によって派生した心
理社会的問題の受容」に変更し、これらの三条件のうちどれが欠けても障害受容に到達することはできないとしてい
る。また「障害受容の過程」として Cohn（19５6）のステージ理論を紹介し、障害受容には段階的な感情の変化があ
り、当事者が障害を受容するためにはそれぞれの段階で適切な援助を受ける必要であるとしている。
3）上田（1980）による「障害受容」への価値観（感）の転換の導入
　上田（1980）においては、Grayson（19５1）、Dembo ら（19５6）、高瀬（19５6）、Cohn（19５6）、Wright（1960）、Fink
（1967）、古牧（1977）の 7 編が共引用関係にある。上田（1980）は、高瀬（19５6）と Grayson（19５1）の障害を受容
することが当事者の課題であるという考えを踏襲し、Fink（1967）の文献を新たに引用して古牧（1977）の障害受容
の段階的変化の考え方を強化している。
　上田（1980）の「障害受容」が高瀬（19５6）と古牧（1977）の概念から大きく変化するのは、新たに Dembo ら
（19５6）とWright（1960）の文献を引用して、障害受容の到達点が価値の転換 value change であることを主張した点
である。
　T.Dembo と B.A.Wright（1960）は共同研究者である。Wright（1960）はDembo ら（19５6）の初期理論を整理して
価値の転換には次の 4つの側面があるとした。
①　価値の範囲の拡大 enlarging the scope of values：喪失したもの以外のものの価値を覚知すること
②　障害の与える影響の制限 containing disability effect：喪失した機能を過大に考えず自己の劣等性というところ
まで拡大しないこと
③　身体の外観を従属的なものとすること subordinating physique：外見よりも内面的価値に目を向けること
④　比較価値から資産価値への転換 transforming comparative values into assert values：失った機能を他者と比較
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するのではなく、自分がもっている性質や能力などの価値に目を向けること
　上田（1980）によって、身体的な中途障害においては当事者が自己の状態を段階的に受け入れていく感情的反応過
程があり、その過程で価値観（感）の変化が起き、価値の転換が完成したときに障害を受容した状態となり、それが
「障害受容」であるという「障害受容」論が形成された。そして上田（1983）の「障害の受容とはあきらめでも居直り
でもなく、障害に対する価値観（感）の転換であり、障害をもつことが自己の全体としての人間的価値を低下させる
ものではないことの認識と体得を通じて、恥の意識や劣等感を克服し、積極的な生活態度に転ずること」という定義
が誕生したと言える。
「障害受容」という概念の問題性
　以上、「障害受容」という概念の形成の過程を引用文献の関係から整理した。その結果からわかることは、現在学術用
語として定着している「障害受容」という概念が、わが国のわずか 3篇の論文から生成されたことである。しかもその
概念はまだ仮説であるにすぎない。なぜなら仮説的概念は実践の必要性から生まれ、研究によって理論化され、理論化
された仮説的概念は実践でその適宜が検証される。この生成と検証の作業を通してその仮説的概念が実践において有効
であるとき初めてそれは定説となるが、「障害受容」という概念は検証の作業が不十分であり、未だ仮説的概念に留まっ
ているからである。
　これまでのレビュー文献で発達障害のある子どもの保護者の「障害受容」に関して調べても、「障害受容」の概念とそ
の定義は一定せず、障害受容とはどのようなものであるかが曖昧であった（中田，2017）。また子どもの障害の状態また
診断が確定するまでの経緯によって保護者の障害の認識の過程は異なり（中田，199５）、知的障害をともなうか否かに
よって保護者の子どもの障害の状態の捉え方が異なる（鳥畑ら，2008）。このように発達障害のある子どもの保護者の場
合、必ずしも上田（1980）のような感情反応の段階的変化や価値観の転換が認められない。
　「障害受容」の概念の脆弱さには、わが国の「障害」という用語の多義性が関係しているように思える。わが国の「障
害」という言葉には、disorders（疾患としての障害）、impairment（機能の障害）、disability（能力の障害）、handicap
（社会的不利）など異なる障害の状態が含有されている。そのため「障害受容」とはどのような障害の状態を受け入れる
ことなのかが曖昧なままこの用語が独り歩きしているのが実態であろう。
　また「障害」には次の 3つの側面がある。
①　当事者の課題としての障害：障害とは個人が機能 ・能力の制限によって生じる困難性
②　社会が構成する障害：障害とは健常を前提にして作られた諸々の社会の制度 ・構造 ・機能がもたらす困難性
③　社会的態度がもたらす障害：異質なものへの強い忌避の感情（差別）、障害に対する間違った理解（偏見）がもた
らす困難性
　以上のように社会制度や社会的態度が、障害の困難さと関連していることを考慮すると、「障害受容」は単に当事者個
人に課せられる問題ではなく、社会的な課題として検討されなければならない問題と言える。
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